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映像、音響機器、エンターテインメント機器などＡＶ機器市場調査を実施 

映像・音響機器市場（５０品目）は２００８年に１兆９,２４２億円市場に（０４年比１０９％） 

 

 総合マーケティングビジネスの（株）富士キメラ総研(東京都中央区日本橋小伝馬町 社長 表 良吉

03-3664-5841)は、デジタルへの製品シフト、デジタル放送開始、ブロードンバンドの普及による大容量コンテン

ツの増大等により、新たな用途・需要を創出し活況を呈しているＡＶ機器市場の調査を行った。その結果を報告書

「デジタルＡＶ機器市場マーケティング調査要覧（２００５年版）」にまとめた。 

 

 本報告書の調査対象である広義のＡＶ機器（６０品目）の２００４年国内市場規模は３兆７,４１９億円（前年

比１０２％）である。ゲーム機や携帯電話を除いた映像・音響機器（５０品目）を対象とした２００４年の市場規

模は約１兆７,７２８億円（前年比１０６％）であり、デジタル化の進行による機能向上、用途の広がりなどによ

り、２００５年以降も拡大が予測される。 

 本報告書では、主要ＡＶ機器６０品目（エンターテインメント機器やカーＡＶ機器を含む）を対象とし、各製品

の国内市場動向、製品トレンド、参入メーカーの事業展開等をポイントに調査を実施した。さらに、４０品目につ

いては世界市場ベースで調査を実施し、各製品の世界市場規模推移、地域別動向等の把握を行った。 

 

＜調査結果の概要＞ 

 ２００３年１２月より三大都市において地上波デジタル放送が開始され、順次放送エリアが拡大している。２０

０６年末には全国主要都市で視聴可能となり、世帯普及率は８０％を超えるものと見られている。デジタル放送の

普及はＴＶ需要を押し上げるだけでなく、大容量化、高画質・高音質ニーズの高まりによってＤＶＤレコーダー等

の映像記録・再生機器やホームシアターシステム等の音響機器の需要も拡大させている。 

 ＡＶ機器の核であるＴＶ市場は、ブラウン管（ＣＲＴ）ＴＶから液晶ＴＶ、ＰＤＰ－ＴＶといった薄型ＴＶへの

シフトが進んでいる。今後はリアプロやＥＬやＳＥＤといった新デバイスによる商品化も進み、デバイス間の競合

は一層激化していくことが予測される。映像記録・再生機器市場は、ＶＴＲからＤＶＤへのシフトが進む中、２０

０４年にはアテネオリンピック等の特需やデジタルＴＶとの相乗効果もあり、ＤＶＤレコーダー市場が拡大し、プ

レーヤー市場を大きく上回った。規格争いが注目されている次世代ＤＶＤでは、Blu-ray Disc レコーダー／プレ

ーヤーの商品化に続き、２００５年にはＨＤ－ＤＶＤレコーダー／プレーヤーの市場投入も予定されている。 

 映像機器に比べ低迷が続いている音響機器市場についても、「iPod」のヒットに代表される ＨＤＤオーディオ、

シリコンオーディオといったデジタルオーディオプレーヤー市場が急速に市場を拡大させている。実売３万円を切

り、小型化が図られた「iPod mini」の登場によってユーザー層は更に広がりを見せている。この分野では、これ

まで海外メーカー製品中心の市場であったが、国内メーカーの参入が相次いでいる。 

 

＜注目市場＞ 

◆テレビ（ＣＲＴ－ＴＶ、液晶ＴＶ、ＰＤＰ－ＴＶ、プロジェクションＴＶ、ポータブルＴＶ） 

 ２００４年 ９７５万台   ２００８年 １,１６７万台（０４年比１２０％） 

 ブラウン管（ＣＲＴ－ＴＶ）に代わり、液晶、ＰＤＰ－ＴＶといった薄型ＴＶへのシフトが進んでいる。今後の

主力と予測される液晶ＴＶは製品の低価格化に伴う３０インチ台のヒットや製品の薄型、長寿命、高精細、高輝度

といった特徴から比率が高まっている。ＴＶ全体の需要は薄型、省スペース化の実現により一家に１台から、各部

屋に１台の需要に広がっている。液晶ＴＶと同様に市場が拡大しているＰＤＰ－ＴＶは、今後液晶方式において４

０インチ以上の製品投入が増加することから、徐々に５０インチ以上の製品が中心になっていく見込みである。液

晶ＴＶに比べ４０インチ台は低価格化を実現しているが、高画素といった点で液晶に劣っており、今後デジタル放

送が一層普及していくことからハイビジョン対応（解像度：１,０８０Ｐ）の製品投入が期待されている。 
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 プロジェクションＴＶは、２００４年以降日本市場への投入が増加しているが、住居面積の狭い日本の住宅にお

けるニーズは低く、サイズ的に競合しているＰＤＰ－ＴＶとの価格比較（低価格である）により選定されている状

況である。今後さらに薄型化や大型、低価格化が進むと見られるが、競合製品の技術的な進展も予測され、５０イ

ンチ以上の大型サイズ主体に一定量を確保すると考えられる。 

 ２００６年以降は、ＳＥＤ－ＴＶやＥＬ－ＴＶといった新たな製品の投入も行われる予定であり、薄型化が進む

中で各デバイス間の競合が激しくなることが予測される。 

 

◆映像記録・再生機器（ＶＴＲ、Ｄ－ＶＨＳ、ＤＶＤプレーヤー、ポータブルＤＶＤ、ＤＶＤレコーダー、ＶＴＲ・

ＤＶＤ一体型、ＤＶＤ・ＨＤＤ一体型、ＶＴＲ・ＤＶＤ・ＨＤＤ一体型、ＨＤＤレコーダー、Blu-rayDisc プレー

ヤー／レコーダー、ＨＤ－ＤＶＤプレーヤー／レコーダー） 

 ２００４年 ９３１万台   ２００８年 １,０３９万台（０４年比１１２％） 

 ２００４年の映像記録・再生機器市場は、前年比１１２.３％の約９３１万台となっている。ＶＴＲ市場が大き

く減少する中、ＨＤＤを内蔵するＤＶＤレコーダーの市場拡大に加え、ポータブルＤＶＤの低価格化による需要増

加によって市場は拡大している。 

 ＡＶソフトのレンタル、セル市場でＶＴＲに代わってＤＶＤが普及したことで、ＶＴＲからＤＶＤプレーヤーへ

とシフトが進んできた。しかし、ＤＶＤレコーダーの低価格化によって録画機としてもＶＴＲからＤＶＤへのシフ

トが進んでいる。そうしたなかで、ポータブルＤＶＤプレーヤーは旅行や出張時など時間・場所を問わず、ＤＶＤ

を視聴したいというニーズに対応するかたちで市場を拡大させてきている。機能よりも価格を重視した商品、中国

を中心とする海外メーカー品の増加などにより、急速に低価格化が進んだことが大きな要因となっている。 

 ＤＶＤレコーダーでは、「ＨＤＤに溜めて、気に入ったものをＤＶＤに残す」という利用提案がユーザーに評価

されており、ＨＤＤ内蔵タイプが主流となっている。また、既存のビデオテープ資産を再生／ダビングしたいとい

うニーズが残っていることもあり、３in１タイプを含むＶＴＲ一体型の需要が増加している。 

 次世代ＤＶＤは２００３年にソニーよりBlu-ray Disc レコーダーが上市され、続いて２００４年に松下電器産

業、シャープからも商品化されているが、既存のＤＶＤレコーダーとの価格差から、一部のマニア層での需要に限

られている。対抗規格であるＨＤ－ＤＶＤでも、２００５年第４四半期以降に東芝、三洋電機より商品投入される

見込みとなっている。 

 

◆デジタルオーディオプレーヤー（ＨＤＤオーディオ、シリコンオーディオ） 

 ２００４年 １００万台   ２００８年 ３３０万台（０４年比３３０％） 

 ＨＤＤオーディオ、シリコンオーディオを対象とするデジタルオーディオプレーヤー市場は、２００４年で１０

０万台、１９５億円となった。特にＨＤＤオーディオは前年比２００％と大幅に市場が拡大しており、７月にアッ

プルコンピュータが小型で販売価格が３０,０００円を切った「iPod mini」を日本国内で発売し、ヒットしたこと

が大きい。シリコンオーディオは価格対容量でＨＤＤオーディオに劣っていたものの、２００４年に低価格化が進

み、中心価格帯が１万円台になったことでこれまで価格がネックとなり購入を控えていた層からの需要が得られた。

また、首から提げるスタイルが定着しつつあり、ＨＤＤオーディオと比べ小型・軽量なことから女性の支持も得ら

れていると見られる。２００５年はシリコンオーディオで「iPod shuffle」が投入され、国内メーカーでもオリン

パスやケンウッド、日立製作所が新規参入している。また、松下電器産業も同社のシステムコンポとのネットワー

ク化に対応した製品を投入する予定であるなど、市場が活発化している。２００５年のデジタルオーディオプレー

ヤー市場は１９０万台が見込まれ、さらに拡大する見通しである。 

 価格や携帯性ではシリコンオーディオが勝るものの、大容量のＨＤＤオーディオに対するニーズが高いこと、Ｈ

ＤＤオーディオ製品の小型化が予測され、ほぼ１：１の割合で推移していくであろう。 

 デジタルオーディオプレーヤー（ＨＤＤ＋シリコン）とポータブルＭＤ・ＣＤ・カセットプレーヤーを合わせた

ポータブルオーディオ市場は、２００４年で５５６万台となった。ポータブルＭＤが５０％以上を占め、デジタル

オーディオプレーヤーは２０％弱となっている。国内はＭＤメディアが普及しており、中高生などの若年層を中心

に安定した需要となっている。ポータブルＣＤプレーヤーは、ＣＤ－Ｒ／ＲＷ対応や、ＭＰ３などの圧縮フォーマ

ット対応などによって一時需要が回復したが、デジタルオーディオプレーヤーの低価格化によって需要を侵食され

ている。デジタルオーディオプレーヤーの割合は年々増加し、２００６年にはデジタルオーディオプレーヤーがＭ

Ｄを上回り、２００８年にはＭＤ・ＣＤ・カセット合計を上回ると予測される。 
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＜調査対象＞ 

 

映像機器 ＣＲＴ－ＴＶ、液晶ＴＶ、ＰＤＰ－ＴＶ、プロジェクションＴＶ、デジタルＴＶ、ポー

タブルＴＶ、モバイルＡＶプレーヤー、インターネットＴＶ、ＳＥＤ－ＴＶ、ＥＬ－Ｔ

Ｖ、ホームプロジェクター、ＶＴＲ、Ｄ－ＶＨＳ、ＤＶＤプレーヤー、ポータブルＤＶ

Ｄ、ＤＶＤレコーダー、ＶＴＲ・ＤＶＤ一体型、ＤＶＤ・ＨＤＤ一体型、ＶＴＲ・ＤＶ

Ｄ・ＨＤＤ一体型、ＨＤＤレコーダー、Blu-rayDiscプレーヤー／レコーダー、ＨＤ－

ＤＶＤプレーヤー／レコーダー、地上波・ＢＳ・１１０°ＣＳデジタルチューナー、Ｃ

ＡＴＶ－ＳＴＢ、インターネットＳＴＢ、ストリーミングＳＴＢ、ビデオカメラ、デジ

タルスチルカメラ、デジタル一眼レフカメラ、ホームプリンタ、ＩＣレコーダー、ＰＣ・

Ｗｅｂカメラ 

音響機器 ホームシアターシステム、スピーカー、アンプ、ＣＤデッキ、ＭＤデッキ、チューナー、

レコードプレーヤー、システムコンポ（ＤＶＤ・ＣＤ・ＭＤ）、システムコンポ（ＣＤ・

ＨＤＤ）、ポータブルＣＤプレーヤー、ポータブルＭＤプレーヤー、ＨＤＤオーディオ、

シリコンオーディオ、ヘッドフォンステレオ、ラジオ、ラジカセ、ヘッドフォン、マイ

クロフォン 

エンターテインメ

ント・情報機器 

ゲーム機、家庭用ロボット、携帯電話、電子書籍専用端末、電子辞書 

カーＡＶ機器 カーＴＶ、カーナビゲーションシステム、ポータブルカーナビゲーションシステム、 

ヘッドユニット（ＣＤ・ＭＤ）、ヘッドユニット（ＤＶＤ・ＨＤＤ） 

（下線の４０品目は世界市場を調査） 

 

＜調査期間＞ 

 

 ２００５年１月～３月 

 

＜調査方法＞ 

 

（株）富士キメラ総研専門調査員による調査対象・関連企業に対してのヒアリング取材及び（株）富士キメラ総研

社内データベースの活用による調査・分析 

 

以上 
 
 

資料タイトル：「デジタルＡＶ機器市場マーケティング調査要覧（２００５年版）」 

体   裁 ：Ａ４判   ３２１頁 

価   格 ：９７,０００円（税込み１０１,８５０円） 

調査・編集 ：株式会社 富士キメラ総研 研究開発本部 第二研究開発部門 

TEL:03-3664-5841 (代) FAX:03-3661-7696 
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